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冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

早速ですが、貴殿に対し、以下の通り通知いたします。
私は、貴殿が居住するマンションの階下に平成●年●月より居住しており、平成●年●月より皆上に居住し、生活をしております。

すでに、これまでも、再三にわたって申し入れをしてまいりましたが、貴殿が居住するようになってから、貴殿宅から、子どもの走り回る音や飛び跳ねる音、叫び声などが、連日にわたって夜９時以降まで繰り返されております。

音量や時間帯、反復性など、いずれも、許容限度をはるかに超えるものであり、現在、私たち家族は、夜もまともに寝付けず、睡眠障害と偏頭痛に苦しみ、通院加療を要するなど、日常生活や家事にも多大な支障をきたす状態に至っております。

そして、管理会社へも相談し、貴殿宅へ度々にわたる注意警告がなされておりますが、残念ながら、未だに一切の改善がなされず、むしろ貴殿は逆切れして私たち家族を罵倒するなどの言動に終始するなど、謝罪はおろか、反省や改善の見込みも無く、平穏な生活を侵害され、今後将来の生活にも不安を抱えております。

そのため、今般、やむを得ず、私は、東京都庁へ相談してアドバイスを受け、騒音計によって計測を行いましたところ、貴殿宅からの騒音は、５０ｄｂ～６５ｄｂという、東京都の条例が定めた騒音レベルを超えていることが判明しました。

当然ながら、貴殿の子どもが発生させる騒音については、民法第７１４条の定めにより、貴殿自身が監督義務者として責任を負うものであり、上記のとおり、私の被った騒音の被害は、社会通念上の受忍限度を超えるものであり、不法行為（民法第７０９条）にあたります。

裁判例においても、子どもの起こす生活騒音について、慰謝料の支払いや治療費の支払いを命じる事例が数多くあります。

つきましては、私は、貴殿に対し、本書面を以て、以下のとおり要求する次第です。
【私の要求内容】

１
慰謝料として、金５０万円を本書面受領後１週間以内にお支払い下さい。

２
即刻の騒音中止と以後一切の騒音が生じないよう必要な措置を講じて下さい。

３
騒音の事実を認め、以後生じさせない旨の誓約を明記した謝罪文を提出して下さい。

なお、本通知書で提示している条件は、あくまで裁判外での解決をする場合のものであり、貴殿に対して過分な費用や労力の負担を発生させないために提示しているものであります。

そのため、貴殿が事実を認めて謝罪し、適切な措置を講じると約束をするのであれば、慰謝料の請求に関しては、留保する用意があります。

しかしながら、もしも本書面到着後１週間以内に、何らの誠意ある回答も頂けない場合には、上記提案はすべて破棄とさせていただき、別途、●●簡易裁判所に対して、民事訴訟を提起する所存ですし、その場合には、上記請求額の増額のみならず、治療費や騒音測定費用、および弁護士費用も付加しての請求となりますので、ご承知おき下さい。

また、本件に関する今後の連絡事項については、言葉の齟齬によるトラブルを回避するため、すべて文書のみとして下さい。

以上、宜しくお願い申し上げます。
草々
記

金融機関名：●●銀行

支店名：●●支店

預金種別：普通預金

口座番号：●●●●●●●
口座名義：甲野　太郎

　　　　　　（コウノ　タロウ）
以上

